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より高くならないこともあって，標準区および改良ポ

リホー′レ区が低めの傾向にある。

第5図は，高温時（5月9日14時）における各資材
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第5図　高温時における幌操作別床内泡度
（44年5月9日14時測定）

別・幌操作別床内温度（地上15m）を測定した結果
である。

床内温度は‘区＞8区＞7区＞5区＞1区，5区＞4

区＞2区の順になっており，最高の占区と最低の2区

では21℃の差がある。占区および8区はともに密閉

区であるが，ポリホールを使用した8区は‘区よりも

8・5℃も低くなっている。これは当日風が常に毎秒5

～dmあったため，ポリホー′レ上面の覆いが風になび

き・これが床内の換気操作を行なった結果と思われる。

7区および5区は，側面のみトヒ面のみ開いた区であ

るが，8区に比べそれほど温度が下らず，手を加えた

わりには換気操作が十分とはいえないようである。上

面，側面の両方を開いた4区，5区は2区に近い温度

が示され，はば十分床内換気がなされたといえよう。

4，　摘　　　　要

床内温度調査だけの面から考えると，ビニー′レ2枚

張区が良いが，強風時の開閉操作が困難であることお

よび開閉が拙劣となったとき高低温障害の危険性を持

っており，これに対し，今年供試した改良ポリホー′レ

Aおよび別ま，床内温度調節の面でも労力が半分でど

こ‾ル区に近い線が得られるし，多少開閉操作が拙劣

になってもビニールより床内温度が高くなりにくいこ

ともあって障害発生の危険性が少ない。

また・苗の生育も良好な結果が得られているので，

改良ポリホー′レの実用性は大きいと考えられる。

苗質向上に対する各種資材の効果に関する桝究

河■野　　郷・宇佐見　暇　宣

（福島県鳥試）

1．　ま　え　が　き

苗質は近年，水苗代から保温折衷苗代，そして畑苗

代と順に苗代様式の改善にしたがって向上してきた。

さらに一層首質を改善するため，リボ核酸乱　EDT

A‾Feの畑苗代施用効果については，すでに報告した

が，ここではリボ核酸，シチジ′レ酸，ウリジル酸など

の核酸系資材と・］針DTA－Fe，チッブールなどの含鉄

資材の効果・さらにその首を本匡＝こ移した場合の影響

を検討した。

2．　験　試　方　法

首代時，本田移植時の施肥設計，栽培乳区名等は
第1表のとおりである。

上の設計のもとに移植時に生育調査，養分含有率，

発根力調査を行ないその後の生育調査，出穂状軌収
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丑等を検討した。

発根力は移植時に板部切除し10日間土耕を行ない

第1表　　試　験　設　計

①　青首様式：ピニー′レ畑苗代（トソネ′レ式）

（多　品　　種：フジミノリ

③　播種期：昭和45年4月5日

④　播種量：乾燥籾　250才／5．5㌦

（を　青首期間：40日間

⑥　試験場所：郡山市若宮前　農試圃場

⑦　区名および施肥設計

調査した。

区　　　　 名

施 肥 成 分 丑 （グ／ め 施 肥 盈 （ 矛 ／ 〝ヂ ）
備　　　　　　　　　　　　　 考

Ⅳ ア 2 0 8 Ⅹ 2 0 資 材 施 肥 丑 含 有 欽 定

核

酸

系

物

質

R N　 A 少 量 区 4 0
7 5 1

4 0 0 ．8 －
硫 安 ， 過 石 ， 塩 加 を 施 用

木 田 施 肥 丑 （K ク／ a ）

〝　　 多 丑 区 〝 〝 〝 1．5 －

シチ ジ ル俊 少 亜 区 〝 〝 〝 0 ．8 －

〝　　 多 畳 区 〝 〝 〝 1．5 －
基 肥 Ⅳ － 0 ．8 ， P 2 0 8 － 0 ．8 ，Ⅹ 2 0 － 0．8

ウ リジ ル酸 少 畳 区 〝 〝 〝 0 ．8 －
追 肥 N － 0 ．2 （－ 2 0 日 ）， Ⅹ 2 0 － 0 ．2

〝　　 多 盈 区 〝 〝 〝 1．5 －
（－ 4 5 日 ）

1 区 面 積 1 0 †げ ， 2 連 制

含

鉄

テ ツ ゾ ー ／レD 少 畳 区 〝 〝 〝 d　 O 1．5

〝　　 多 畳 区 〝 〝 〝 9　 0 2．0 栽 培 法 ；田 植　 5 月 1 5 日

資

材

R N A ＋ E I）T A －　　F 。区
〝 〝 〝

R N A　 O ．8

E p T A － 0 ．8
0 ．1 5 2 0 ．8 株 ／ Iガ　 5 本 植　　　I

E I）T A － F e 区 〝 〝 〝 F o
0 ．1 5

標　 準　 区 ．〝 〝 〝 － －

詮1．核酸釆資材少丑，EDTA一甘e　の資材施用丑は，施肥P205丑の1／100，核酸釆資材多丑は1／50

2．チッゾールつの組成

酸不溶アリカリ可溶

成分％
58．8

水溶性カリ　鉄（仝丑）水溶性鉄　PX　水分（％）

（K20％）　（Fo％）　（70％）
11．7　　　　　2．5　　　　　0．8　　　7．1　　9．5

5．　試　験　結　果

1，首の生育状況

（1）苗の生育調査

a．首の生育

首の生育を草丈，棍長，菓令で検討したが，第1図

－（Dのとおりである。

この図によると草丈，板長いずれも核酸系資材の少

丑区より，多量区がまきっている。

また，核酸系資材の多良区と含鉄資材区は，草丈，

根長ともに標準区よりまきっているが，少量区は一般

に劣っている。

各資材別にその効果を検討してみると，チッゾール

D多量，ウリジ′レ酸少丑，ウリジル酸多丑にその効果

が認められた。

b．首重および熟度

次に第1区1－②は首重および熟度（単位伸長当り乾

物重）について検討したものである。これによるとR

NAおよびキレート鉄は標準以下であるがその他は標

準よりまきっている。

第1区l－①において認められたような，少畳区と多

量区の関係は認められない。
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りRNAを除いて高い洩度を京している。甘。はシチ

ジ′レ酸少丑，シチジ′レ酸多丑それにチッゾー／レD多畳

で高い含有率を示しているが，含鉄資材であるキレー

ト鉄では高まっていない。

シ　　　　ウ　　　　テ　　　　　R　　　　キ

ー　　　一　　・　：ミ1
ル　　　　　　ル　　　　　　l

l瞳　　　　　膿　　　　　ルD

第1図－①　首の生育
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第1図－（診　首重および熟度

ここでの調査項目で，特に効果が認められたものは，

シチリ′レ酸少丑，テツゾー′レD多畳，ウリジ′レ酸多丑

であった。

C．首の無機成分含有率

次に首地上部の無機成分含有率を検討したのか第2図

－①である。この図を全体的に険討した場合は，封，

ア205，Ⅹ20の含有率中，封とp205は標準より資材

施用区で高く，特にP20，濃度が高い。Ⅹ20は一般に

劣っている。Ca含有率は標準と同じかよりまきって

おり，軌こRNA多量，ウリジ′レ酸少蕊で高い濁度が

認められる。

Mgは標準と同じかやや劣っている。Mnは標準よ
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第2図－①　　首の地上部無機成分含有率
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第2図－②　　首の性格
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また多畳区と少畳区の問に相関性は認められない。

各資材の効果を試験区別に検討すると高い効果が認

められたものは，テツゾールD少畳，RNA多凱　シチ

ジル酸多畳であった。

且．苗の性格

第2図－②においては，首の性格的なものをN／P，

F。／Mn，Cq／Mgで比較検討した○



東北農業研究　第12号　　　　　　　　　　　　　　　57

それによると，5者の比ともにすべての資材に共通

性がなく，相関性は認められない。

その中で，Ca／MgでRNA多丑，ウリジ′レ酸多宜

が，Fe／Mnでチッゾー′レD多足が掛こ高い値を示し

第5図－①　　発根力調査（処理10日後）

発根畳と発根数，発根長に相関があり，発根の著し

いものはシチジル酸少量，シチジ′レ酸多丑，キレート

鉄であった。

B．酒肴時の乾物増減率

首が活着する場合，自己の持つエネ′レギーをどれだ

け消費し，なおかつ発根後どれだけ回復したかを検討

するため乾物増液率（処理10日後，地上部乾物重／

処理前地上部乾物重×100）を調べた。

図から明らかなように，地上部乾物重と地下部乾物

重，それに乾物増減率の間には相関関係が認められる。

すなわち，乾物重増減率が高い場合には，発根活力が

特にすぐれていることが考えられる。

これらのことから，RNA多畳，シチジ′レ酸少丑，

テツゾー′レp少量は発根活力に効果が認められる。

（3）首質調査総合結果

以上で各苗質調査項目について検討したわけである

が，これらを総合して検討してみると，各調査項目す

べてを満足している区は全く認められなかった。

その中で，比敏的効果が認められたものは，シチジ

ル酸少丑＞チッブールD少食＞チッゾー′レD多生＝

ている。

（2）発根力調査

発根力調査結果は第5回のとおりである。

A．発根数，根長，発根飴
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第5図－②　　活着時の乾物重の増減率

R y A多量＝ウリジ′レ酸多畳の順であった。

2．本田生育と収丑

各資材施用によって作られた苗を，本田に移植し，

その後の生育と収丑を検討した（第2表参照）。

資材によって改善された首は，活着後，初期生育時

の茎数に影響を与えるといわれているが，本試験でも

初期生育時の茎数に明らかな効果が認められ，その効

果はRNA＋キレート鉄，キレート鉄，シチジ′レ酸少

量，RyA少丑の順であった。しかしこの傾向は苫質

調査結果とは必ずしも一致していない。このように移

植後20～50日までの茎数増加に著しい効果を示すこ

とは，初期生育の促進を対応技術として期待する場合

に，有効な条件として活用されるものと考えられる○

また資材によって生育の促進がなされたために，出

籍期が全般に早まり，チッゾー′レは5日の促進が認め

られた。

しかし出穂期以後の生育，収畳などについては，必

ずしも明らかではなく，有効茎歩合，稔実歩合などは

いくらか効果が認められるが，出穂期の生育，玄米亀

ワラ重にいたっては，まったくその効果について明ら
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第2表　　太田における生育収孟

区　　　　 名
茎数（穂数）本／抹 l

出穂 期
月　 日

収丘（Kク／a ）仁 徳

前粒数
稔 実
歩 合
！‰分けつ始

る月18日
出穂 期
7月50日

1
成 熟 期 有効茎
歩 合

わ　 ら 玄　米

1 8 ．8 1 5 ．9 1 占．2

％

d d 7 月 2 7 日 7 1．1 5 9 ．8 9 8 ．5

　 ％

9 8

1 8，4 1 8 ．5 1 7 ．2 ‘ 9 〝 8 9 ．2 5 7 ．7 8 1．8 9　7

1 9 ．1 1 7 ．6 1 7 ．7 8　9 〝 8 7．5 5 9 ．5 8 5 ．8 9　 2

1 7．0 1 9 ．1 1 8 ．d 8　5 7 月 2 8 日 7 2．0 8 0 ．0 1 0 0 ．8 9 1

1 占，0 1 7 ．d 1 7 ．8 8 1 〝 7 5．5 8 2 ．4 1 0 0 ．5 9　 4

1 5 ．7 1 7 ．7 1 7 ．8 7　2 7 月 27 日 占7．5 d 9 ．5 7 8 ．5 9　 4

1 7 ．1 1 8 ．9 1 8 ．4 7　8 7 月 2 4 日 8 8 ．0 d 5 ．5 9 7 ．9 9　4

1 7 ．1 1 5 ．9 1 5．5 占　7 〝 8 1．8 6 8 ．8 9 8 ．0 9　 8

2 0 ．d 1 7 ．4 1 7．5 8　8 7 月 2 7 日 7 5 ．5 8 0 ．9 8 1．0 9　 8

2 0 ．8 1 8 ．1 1 8 ．5 5　8 〝 7 1．5 8 5 ．8 10 0 ．5 9 1

1 8 ．2 1 8 ．5 1 8 ．2 d　7 7 月 2 9 日 7 2 ．0 8 2 ．0 1 15 ．5 9 1

R N A　少　畳

〝　　　多　宜

シチジ′レ酸少畳

〝　　　多孟

ウリジ′レ酸少畳

〝　　　多畳

チッゾールD少畳

〝　　　多盈

RNA＋キレート鉄

キ　レ　ー　ト　鉄

標　　　準
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かではない。

このように初期生育促進の効果が後期生育と収最に

つながらずに，慣行栽培管理の中で消失しているが，

初期生育が促進されたものは，葉色の寵色が早いこと

などを考え合わせると，初期生育に対応した管理と，

初期生育促進を期待する栽培技術体系のもとで十分有

効に活用できるものと考えられる．

4．　む　■　　す　　び

このように，首の素質と本田生育との関係を検討し

た結果，若干の関係は認められるが明らかな相関が認

められない。

このことは，対象を畑苗代の均一栽培とし，十分調

整した栽培管理の中で生育させた首であるため，その

昔は形態上の差が小さく，本試験のように，栄養生理

的効果をねらう場合には，ここに掲げた調査項目以外

に，活着期以後の初期生育と相関の高い調査法が今後

明らかにされるべきであろうと考えられる。

水稲の機械移植栽培法の確立に関する研究

第2報　稚苗移植栽培における除草法

岡田　晃治・嶋貫　和夫・山口　邦夫・須藤　孝久

（秋田県最試）

1．　ま　え　が　き

近年移植機利用栽培の開発には著るしいものがあり，

まだ喧々の未解決な点はあるにしても一応，苗や圃場

の粂軋栽培管理の適正な場合，慣行手植とほほ同程

度の収畳が得られるようになり，移植作業の省力化が

可能になってきた。

しかし除草法については未解決な点が多く，省力化

が十分進んでいない。この点について昭和42年から

行なわれた一連の除草法試験のうち雑草の発生消長，

初期除草，中期除草の試験成績から二，三のものを取

りまとめて報告する。


